








Creative Commons : 表示
http://creativecommons.org/licenses/by/3.0/deed.ja
― 41 ―
秋葉蔵版『金光明最勝王経』
秋
葉
蔵
版
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
―
近
世
秋
葉
信
仰
と
總
持
寺
―
武
井
　
慎
悟
一
、
問
題
の
所
在
二
〇
一
九
年
六
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
に
よ
る
、
總
持
寺
祖
院
に
お
け
る
典
籍
調
査
の
中
で
、
秋
葉
蔵
版
『
金
光
明
最
勝
王
経
』（
以
下
、『
秋
葉
蔵
版
』
と
略
称
）
、
十
冊
一
結
の
所
蔵
が
確
認
さ
れ
た
。
わ
が
国
に
お
い
て
『
金
光
明
経
』
諸
本
は
、
鎮
護
国
家
の
目
的
で
盛
ん
に
読
誦
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、『
秋
葉
蔵
版
』
は
近
世
中
期
に
開
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
経
典
が
披
見
さ
れ
た
こ
と
に
因
み
、
主
に
本
経
と
近
世
の
總
持
寺
お
よ
び
秋
葉
信
仰
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
以
下
の
三
つ
の
視
点
か
ら
報
告
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
一
つ
目
は
、『
金
光
明
最
勝
王
経
』（
以
下
、『
最
勝
王
経
』
と
略
称
）
を
主
題
と
す
る
経
典
研
究
の
視
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
主
に
佐
伯
「
金
光
明
最
勝
王
経
の
思
想
と
流
伝
」
を
参
照
し
て
、『
最
勝
王
経
』
に
つ
い
て
の
概
略
を
述
べ
て
み
た
い
。『
最
勝
王
経
』
の
原
典
は
、
四
世
紀
こ
ろ
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
ス
ヴ
ァ
ル
ナ
・
プ
ラ
パ
ー
サ
・
ス
ー
ト
ラ
』
と
さ
れ
る
。
漢
訳
は
五
種
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
内
の
『
最
勝
王
経
』
は
、
旧
訳
本
『
金
光
明
経
』
を
分
量
的
に
増
や
し
た
だ
け
で
な
く
、
陀
羅
尼
を
多
く
採
用
す
る
こ
と
で
密
教
的
要
素
を
強
め
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
扱
う
『
秋
葉
蔵
版
』
は
、
唐
の
義
浄
が
長
安
三
年
（
七
〇
三
）
に
訳
出
し
た
、
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新
訳
に
あ
た
る
も
の
が
基
礎
に
あ
る
。
佐
伯
は
、『
最
勝
王
経
』
が
五
世
紀
初
頭
に
は
中
国
に
招
来
・
訳
出
さ
れ
、
中
央
ア
ジ
ア
の
諸
言
語
に
訳
さ
れ
、
ア
ジ
ア
広
域
で
広
ま
っ
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
大
乗
経
典
の
中
で
頗
る
重
要
な
意
義
を
持
つ
経
典
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
﹇
佐
伯　
二
〇
一
三
﹈
。
わ
が
国
に
お
け
る
、
文
献
上
の
『
金
光
明
経
』
諸
本
受
容
の
初
見
は
天
武
朝
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
摂
津
四
天
王
寺
の
創
建
の
背
景
か
ら
六
世
紀
後
半
に
は
伝
来
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
本
格
的
な
受
容
は
天
武
朝
以
降
で
あ
っ
て
、
正
月
に
『
金
光
明
経
』
諸
本
の
読
誦
が
諸
国
に
義
務
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
本
経
の
重
要
性
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
除
災
招
福
・
鎮
護
国
家
を
旨
と
す
る
『
金
光
明
経
』
諸
本
の
思
想
は
、
天
平
年
間
の
国
分
二
寺
建
立
と
大
仏
造
立
の
二
大
事
業
と
し
て
収
束
し
た
。
そ
の
後
、
平
安
時
代
に
入
り
、
密
教
修
法
に
よ
る
鎮
護
国
家
の
祈
願
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、『
金
光
明
経
』
諸
本
は
鎮
護
国
家
の
経
典
と
し
て
重
視
さ
れ
続
け
た
。
ま
た
、
奈
良
時
代
後
半
以
降
、『
金
光
明
経
』
諸
本
の
中
心
的
な
思
想
の
一
つ
で
あ
る
、
懺
悔
滅
罪
を
主
と
し
た
悔
過
法
要
が
各
寺
院
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、『
最
勝
王
経
』
の
長
者
子
流
水
品
を
典
拠
と
す
る
放
生
儀
礼
な
ど
が
行
わ
れ
、
広
く
民
間
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
翻
っ
て
、『
最
勝
王
経
』
に
関
す
る
研
究
で
は
、
思
想
研
究
や
注
釈
研
究
が
多
く
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
わ
が
国
で
の
『
金
光
明
経
』
諸
本
の
受
容
・
展
開
や
、
こ
れ
に
関
わ
る
仏
教
儀
礼
に
関
す
る
研
究
は
古
代
を
中
心
と
し
た
時
代
設
定
が
目
立
つ
。
そ
う
し
た
前
提
が
あ
る
中
で
、
本
稿
で
は
祖
院
蔵
『
秋
葉
蔵
版
』
と
、
こ
れ
に
関
わ
る
近
世
の
宗
教
実
態
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
最
勝
王
経
』
の
研
究
に
お
い
て
、
周
縁
的
な
視
点
で
は
あ
る
が
、
有
益
な
事
例
を
提
示
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
経
典
を
単
な
る
文
献
学
上
に
の
み
配
置
す
る
の
で
は
な
く
、
実
際
の
信
仰
に
紐
付
け
た
実
態
研
究
を
試
み
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、『
最
勝
王
経
』
研
究
の
中
で
も
、
違
っ
た
視
角
か
ら
の
成
果
を
呈
示
で
き
る
と
考
え
る
。
二
つ
目
の
視
点
と
し
て
、『
秋
葉
蔵
版
』
と
近
世
總
持
寺
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。
そ
も
そ
も
『
秋
葉
蔵
版
』
は
、
瑞
雲
院
と
い
う
地
方
寺
院
か
ら
總
持
寺
（
具
体
的
に
は
五
院
の
内
の
普
蔵
院
）
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
経
が
奉
納
さ
れ
た
背
景
を
探
る
こ
と
で
、
近
世
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の
總
持
寺
を
取
り
巻
く
地
方
寺
院
と
の
関
係
性
や
、
当
時
の
山
内
の
動
き
な
ど
が
具
体
的
に
可
視
化
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
總
持
寺
が
中
世
期
か
ら
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
は
、
曹
洞
宗
内
を
中
心
に
研
究
の
蓄
積
が
み
ら
れ
る
。
近
世
曹
洞
宗
の
運
営
形
態
に
つ
い
て
は
、
横
関
『
洞
門
政
要
』
に
詳
し
い
。
ま
た
、
室
峰
編
『
總
持
寺
誌
』
や
栗
山
『
嶽
山
史
論
』
は
、
總
持
寺
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
こ
と
が
ら
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
近
世
總
持
寺
の
運
営
形
態
に
つ
い
て
は
、『
總
持
寺
誌
』
に
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
形
で
本
山
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
か
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
近
世
總
持
寺
が
五
院
を
中
心
と
し
た
、
極
め
て
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
寺
院
運
営
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
把
握
さ
れ
る
。
し
か
し
、
全
体
の
運
営
方
法
は
詳
述
さ
れ
る
も
の
の
、
当
然
な
が
ら
個
々
の
地
方
寺
院
と
總
持
寺
が
い
か
な
る
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
か
ま
で
は
記
述
さ
れ
な
い
。
本
稿
は
、
奉
納
さ
れ
た
経
本
を
通
し
て
、
近
世
總
持
寺
と
地
方
寺
院
（
こ
こ
で
は
、
遠
州
瑞
雲
院
）
と
の
か
か
わ
り
が
見
い
だ
せ
る
個
別
具
体
的
な
事
例
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
経
が
い
か
な
る
理
由
で
瑞
雲
院
か
ら
普
蔵
院
に
奉
納
さ
れ
た
か
を
探
る
こ
と
で
、
近
世
總
持
寺
の
歴
史
の
一
端
に
光
を
当
て
る
こ
と
を
試
み
る
。
最
後
に
、
三
つ
目
の
視
点
と
し
て
、
本
経
が
秋
葉
蔵
版
で
あ
る
こ
と
に
ち
な
み
、『
秋
葉
蔵
版
』
と
秋
葉
信
仰
と
の
か
か
わ
り
に
注
目
し
た
い
。
秋
葉
信
仰
と
は
、
遠
江
国
北
部
（
現
・
静
岡
県
浜
松
市
天
竜
区
春
野
町
領
家
）
に
位
置
す
る
秋
葉
山
へ
の
種
々
の
信
仰
を
指
す
。
そ
の
主
尊
と
考
え
ら
れ
た
秋
葉
権
現
は
火
防
の
神
と
し
て
、
主
に
近
世
期
を
通
じ
て
、
火
災
の
多
い
都
市
部
を
は
じ
め
全
国
的
に
信
仰
さ
れ
て
き
た
。
山
岳
信
仰
研
究
に
お
い
て
、
各
地
の
地
方
霊
山
に
関
す
る
研
究
成
果
は
着
実
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
秋
葉
信
仰
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
数
少
な
い
も
の
の
、
主
に
歴
史
学
、
民
俗
学
分
野
な
ど
か
ら
各
論
的
に
報
告
が
な
さ
れ
、
各
地
方
の
市
町
村
史
に
お
い
て
も
成
果
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
仏
教
宗
派
的
な
見
地
に
絞
っ
た
論
考
は
見
ら
れ
な
い
が
、
曹
洞
宗
を
中
心
に
天
台
宗
・
真
言
宗
の
中
で
、
秋
葉
権
現
の
勧
請
が
多
い
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る
﹇
田
村
監
修　
一
九
九
八
﹈
。
秋
葉
山
は
、
当
初
真
言
系
の
修
験
に
属
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
に
曹
洞
宗
に
帰
属
し
て
い
る
。
そ
の
影
響
か
ら
か
、
現
在
で
も
秋
葉
権
現
を
祀
る
寺
院
の
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多
く
は
曹
洞
宗
で
あ
る
。
故
に
、
曹
洞
宗
内
か
ら
の
秋
葉
信
仰
研
究
も
存
在
す
る
。
主
に
、
吉
田
俊
英
や
渡
部
正
英
が
そ
の
面
を
担
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
秋
葉
信
仰
の
研
究
史
上
に
お
い
て
、
秋
葉
信
仰
が
仏
教
、
特
に
曹
洞
宗
と
は
不
可
分
の
歴
史
的
展
開
が
な
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仏
教
を
主
と
す
る
視
点
か
ら
な
さ
れ
た
研
究
が
い
ま
だ
薄
い
点
は
留
意
し
て
よ
い
。
秋
葉
信
仰
の
包
括
的
理
解
の
た
め
に
は
、
仏
教
を
主
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
必
須
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
秋
葉
信
仰
に
か
か
わ
る
経
典
や
思
想
と
い
っ
た
部
分
は
、
ど
の
領
域
か
ら
も
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、『
秋
葉
蔵
版
』
の
研
究
は
、
秋
葉
信
仰
へ
の
仏
教
民
俗
学
・
仏
教
歴
史
学
的
な
考
究
の
可
能
性
を
拡
張
す
る
と
考
え
る
。
以
上
の
よ
う
な
複
合
的
な
観
点
か
ら
、
本
稿
で
は
ま
ず
、
近
世
版
本
、
總
持
寺
祖
院
蔵
『
秋
葉
蔵
版
』
の
書
誌
情
報
を
整
理
す
る
。
次
に
、
總
持
寺
と
瑞
雲
院
の
関
係
に
焦
点
を
あ
て
、
本
経
伝
来
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
後
、
本
経
の
も
う
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
、
秋
葉
信
仰
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
る
。
具
体
的
に
は
、
本
経
出
版
に
至
る
背
景
を
分
析
し
、
秋
葉
信
仰
を
中
心
と
し
た
『
最
勝
王
経
』
を
め
ぐ
る
近
世
の
宗
教
実
態
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
最
後
に
、
本
稿
を
ま
と
め
、
併
せ
て
總
持
寺
と
近
世
秋
葉
信
仰
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
若
干
の
指
摘
と
今
後
の
研
究
課
題
を
提
示
し
た
い
。
二
、
總
持
寺
祖
院
蔵
『
秋
葉
蔵
版
』
の
書
誌
情
報
總
持
寺
祖
院
蔵
『
秋
葉
蔵
版
』
は
、
十
巻
一
結
、
完
全
な
形
で
揃
っ
て
い
る
。
収
納
箱
も
完
備
し
、
十
巻
の
経
本
が
収
ま
っ
た
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。
経
本
自
体
に
虫
損
な
ど
が
所
々
見
ら
れ
る
が
、
全
体
的
な
状
態
は
良
い
。
本
経
は
箱
書
き
に
よ
れ
ば
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
七
月
、
遠
州
犬
居
瑞
雲
院
隨
従
中
に
よ
っ
て
三
宝
大
荒
神
の
神
前
に
奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
把
握
さ
れ
る
。
以
下
、
基
本
的
な
書
誌
情
報
を
ま
と
め
る
。
な
お
、
図
像
や
特
殊
な
意
匠
、
梵
字
な
ど
が
用
い
ら
れ
た
箇
所
に
言
及
す
る
場
合
、
当
該
箇
所
に
お
け
る
経
本
の
図
を
適
宜
付
し
た
。
こ
れ
ら
の
図
は
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
す
べ
て
總
持
寺
祖
院
蔵
『
秋
葉
蔵
版
』
を
用
い
て
い
る
。
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Ａ　
形
状
装
丁
は
折
本
装
本
。
体
裁
は
版
本
（
木
版
刷
り
）
。
表
紙
（
縦
二
七
．八
㎝
×
横
八
．六
㎝
）
は
、
紺
紙
に
黒
の
唐
草
文
様
で
装
飾
さ
れ
る
。
表
紙
の
形
状
は
、
羽
板
に
包
表
紙
で
あ
る
。
各
巻
下
辺
小
口
に
巻
数
に
対
応
し
て
「
壱
」「
貮　
虚
空
」「
三
」「
四
」「
五　
金
勝
」「
六
」
「
七　
雷
多
」「
八　
吉
」「
九
」「
十
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
経
が
、
表
紙
が
見
え
ず
、
重
な
っ
た
状
態
で
箱
に
納
め
ら
れ
て
保
管
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
都
度
経
本
を
取
り
出
さ
ず
と
も
、
一
目
で
何
巻
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
明
確
に
す
る
た
め
に
書
き
入
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
巻
数
の
み
な
ら
ず
、「
虚
空
」
や
「
金
勝
」
と
い
っ
た
文
言
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
巻
に
該
当
す
る
チ
ャ
プ
タ
ー
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
五
巻
で
あ
れ
ば
、「
金
勝
陀
羅
尼
品
」
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
経
は
取
り
出
し
や
す
く
、
利
便
性
が
向
上
す
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
總
持
寺
内
で
よ
く
読
誦
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
な
お
か
つ
、
特
定
の
巻
を
利
用
す
る
頻
度
が
高
い
が
ゆ
え
に
、
そ
う
い
っ
た
巻
に
は
内
容
を
示
す
文
言
が
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
本
経
が
奉
納
さ
れ
た
近
世
後
期
か
ら
、
總
持
寺
が
横
浜
に
移
転
す
る
近
代
ま
で
、
あ
る
い
は
、
能
登
の
地
で
、
祖
院
と
し
て
再
建
さ
れ
た
近
代
で
も
比
較
的
よ
く
読
誦
さ
れ
た
経
典
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
と
関
連
し
て
、
本
経
九
巻
中
に
新
聞
紙
の
一
部
が
折
り
た
た
ん
だ
状
態
で
挟
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
く
。
こ
の
新
聞
紙
の
一
部
は
、
折
り
込
ま
れ
た
形
状
か
ら
、
お
そ
ら
く
包
香
と
し
て
使
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
新
聞
の
内
容
が
サ
ラ
エ
ボ
事
件
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
一
次
大
戦
直
前
の
一
九
一
四
年
ご
ろ
の
法
要
に
本
経
が
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
Ｂ　
外
題
三
巻
・
九
巻
は
、
題
簽
が
剝
が
れ
て
い
る
。
八
巻
は
表
紙
自
体
が
剝
が
れ
、
存
在
し
な
い
。
そ
の
他
の
、
一
巻
・
二
巻
・
四
巻
・
五
巻
・
六
巻
・
七
巻
・
十
巻
は
、
表
紙
の
中
央
部
に
題
簽
（
縦
一
六
．二
㎝
×
横
二
．六
㎝
）
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
題
簽
は
、
濃
紺
の
紙
に
双
郭
で
枠
が
引
か
れ
、
外
側
が
金
、
内
側
が
墨
で
着
色
さ
れ
て
い
る
。
題
字
は
金
字
で
墨
の
縁
取
り
が
な
さ
れ
る
。
題
簽
に
付
さ
れ
た
外
題
は
以
下
の
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と
お
り
。
一
巻　
「
金
光
明
最
勝
王
經
巻
第
一
」
二
巻　
「
金
光
明
最
勝
王
經
巻
第
二
」
四
巻　
「
金
光
明
最
勝
王
經
巻
第
四
」
五
巻　
「
金
光
明
最
勝
王
經
巻
第
五
」
六
巻　
「
金
光
明
最
勝
王
經
巻
第
六
」
七
巻　
「
金
光
明
最
勝
王
經
巻
第
七
」
十
巻　
「
金
光
明
最
勝
王
經
巻
第
十
」
Ｃ　
内
題
本
経
第
一
巻
、
一
折
目
の
表
に
は
、
宝
珠
を
あ
し
ら
い
、
題
目
が
蓮
台
に
乗
る
図
が
刷
ら
れ
る
（
図
一
）
。
同
じ
く
一
折
目
の
裏
に
は
、
梵
字
と
仮
名
お
よ
び
「
金
光
明
最
勝
王
経
」
の
篆
書
体
、
真
言
の
音
写
を
漢
字
表
記
し
た
も
の
が
刷
ら
れ
て
い
る
（
図
二
）
。
図一：題目
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一
折
目
・
表　
〔
宝
珠
〕　
金
光
明
最
勝
王
経　
〔
蓮
台
〕
図二：梵字等
 
（
梵
字
）
ソ
バ
ダ　
ハ
ラ
バ　
ウ
タ
マ　
ア
ラ
ン
ジ
ャ　
ソ
タ
ラ
ン
一
折
目
・
裏 
（
篆
書
体
）
金　
　
光
明　
　
最
勝　
　
王　
　
　
　
　
経
 
（
音
写
）
素
韈
拏　
波
羅
婆　
烏
跢
麼　
囉
惹　
素
怛
䌫
そ
の
後
、
本
文
が
開
始
さ
れ
る
。
第
一
巻
の
内
題
は
以
下
の
と
お
り
。
「
金
光
明
最
勝
王
經
序
品
第
一
　　
　
　
　
　
大
唐
三
藏
法
師
義
淨
奉　
制
譯
」
そ
の
他
の
巻
の
内
題
は
、
以
下
の
と
お
り
。
二
巻
「
金
光
明
最
勝
王
經　
　
　
　
二
　
　
　
　
分
別
三
身
品
第
三
」
三
巻
「
金
光
明
最
勝
王
經　
　
　
　
三
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滅
業
障
品
第
五
」
四
巻
「
金
光
明
最
勝
王
經　
　
　
　
四
　
　
　
　
最
淨
地
陀
羅
尼
品
第
六
」
五
巻
「
金
光
明
最
勝
王　
　
　
　
　
五
　
　
　
　
蓮
華
諭
讃
品
第
七
」
六
巻
「
金
光
明
最
勝
王
經　
　
　
　
六
　
　
　
　
四
天
王ノウ
觀
察
人
天
品
第
十
一
」
七
巻
「
金
光
明
最
勝
王
經　
　
　
　
七
　
　
　
　
無
染
著
陀
羅
尼
品
第
十
三
」
八
巻
「
金
光
明
最
勝
王
經　
　
　
　
八
　
　
　
　
大
吉
祥
天
女
品
第
十
六
」
九
巻
「
金
光
明
最
勝
王
經　
　
　
　
九
　
　
　
　
善
生
王
品
第
二
十
一
」
十
巻
「
金
光
明
最
勝
王
經　
　
　
　
十
　
　
　
　
捨
身
品
第
二
十
六
」
Ｄ　
本
文
款
式
本
文
の
款
式
は
、
半
丁
ご
と
に
四
行
、
一
行
十
七
字
で
構
成
さ
れ
る
。
料
紙
は
綺
羅
摺
り
で
あ
る
。
特
徴
的
な
の
は
、
本
文
余
白
に
蓮
華
の
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る）1
（
。
特
に
本
文
中
の
偈
文
部
分
は
、
偈
文
を
挟
ん
で
、
上
段
・
中
段
・
下
段
に
そ
れ
ぞ
れ
蓮
華
の
装
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飾
が
見
ら
れ
、
ひ
と
き
わ
目
を
ひ
く
。
経
本
自
体
に
は
、
虫
損
な
ど
が
所
々
見
ら
れ
る
が
、
全
体
的
な
状
態
は
良
い
。
本
文
中
は
墨
で
訓
点
が
付
さ
れ
る
。
一
部
の
漢
字
に
対
し
て
は
仮
名
訓
が
、
左
傍
も
し
く
は
右
傍
に
付
さ
れ
る
。
例
え
ば
「
王
」
と
い
う
字
に
対
し
て
は
「
ノ
ウ
」
と
い
う
訓
が
ふ
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
字
間
の
竪
点
、
区
切
り
点
が
付
く
。
本
文
中
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
八
・
九
・
十
巻
巻
末
、
各
品
の
漢
字
に
対
す
る
注
釈
部
分
に
は
、
レ
点
お
よ
び
一
二
点
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
全
体
に
共
通
す
る
こ
と
と
し
て
、
陀
羅
尼
部
分
に
は
右
傍
に
総
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
経
本
本
文
中
に
書
入
れ
は
見
ら
れ
な
い
が
、
各
巻
上
部
余
白
に
、
總
持
寺
五
院
の
内
、
普
蔵
院
の
鎮
守
で
あ
っ
た
三
宝
荒
神
の
神
前
に
本
経
が
奉
納
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
各
巻
、
本
文
中
上
部
余
白
も
し
く
は
背
表
紙
見
返
し
部
分
に
、
遠
州
犬
居
瑞
雲
院
随
中
が
奉
納
元
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
界
線
は
、
天
地
界
の
み
引
か
れ
る
。
界
線
は
各
巻
ご
と
に
間
隔
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。
各
巻
の
界
線
の
間
隔
お
よ
び
、
各
巻
上
部
に
付
さ
れ
る
奉
納
先
を
表
す
文
言
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
巻
（
天
頭　
三
．五
㎝
・
本
文　
二
二
．七
㎝
・
地
脚　
一
．八
㎝
）
　
　
　
一
折
目
裏
か
ら
、
上
部
に
半
折
ご
と
に
一
文
字
ず
つ
記
載
あ
り
。
　
　
　
「
奉
納
普
蔵
院
三
寶
大
荒
神
廣
前
常
在
」
　
　
　
背
表
紙
見
返
し
部
分
に
以
下
の
記
載
。
　
　
　
「
遠
州
犬
居
瑞
雲
院
随
従
中
寄
附
」
二
巻
（
天
頭
三
．五
㎝
・
本
文
二
二
．七
㎝
・
地
脚
一
．八
㎝
）
　
　
　
一
折
目
表
か
ら
、
上
部
に
半
折
ご
と
に
二
文
字
ず
つ
記
載
あ
り
。
　
　
　
「
奉
納
三
寶
大
荒
神
尊
前
普
蔵
院
常
在
」
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背
表
紙
見
返
し
部
分
に
以
下
の
記
載
。
　
　
　
「
遠
州
犬
居
瑞
雲
院
随
従
中
寄
附
」
三
巻
（
天
頭
三
．二
㎝
・
本
文
二
二
．四
㎝
・
地
脚
二
．二
㎝
）
　
　
　
一
折
目
表
か
ら
、
上
部
に
半
折
ご
と
に
一
文
字
ず
つ
記
載
あ
り
。
　
　
　
「
奉
納
普
蔵
院
三
寶
大
荒
神
前
常
在
」
　
　
　
背
表
紙
見
返
し
部
分
に
以
下
の
記
載
。
　
　
　
「
遠
州
犬
居
瑞
雲
院
随
従
中
寄
附
」
四
巻
（
天
頭
四
．二
㎝
・
本
文
二
二
．三
㎝
・
地
脚
一
．四
㎝
）
　
　
　
一
折
目
表
か
ら
、
上
部
に
半
折
ご
と
に
二
文
字
ず
つ
記
載
あ
り
。
　
　
　
「
奉
納
普
蔵
院
三
寶
大
荒
神
前
常
在
」
　
　
　
背
表
紙
見
返
し
部
分
に
以
下
の
記
載
。
　
　
　
「
遠
州
犬
居
瑞
雲
院
随
従
中
寄
附
」
五
巻
（
天
頭
二
．四
㎝
・
界
高
二
二
．四
㎝
・
地
脚
一
．九
㎝
）
　
　
　
一
折
目
表
か
ら
、
上
部
に
半
折
ご
と
に
二
文
字
ず
つ
記
載
あ
り
。
　
　
　
「
奉
納
普
蔵
院
三
寶
大
荒
神
廣
前
常
在
」
　
　
　
背
表
紙
見
返
し
部
分
に
以
下
の
記
載
。
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「
遠
州
犬
居
瑞
雲
院
随
従
中
寄
附
」
六
巻
（
天
頭
三
．六
㎝
・
本
文
二
三
．二
㎝
・
地
脚
二
㎝
）
　
　
　
一
折
目
表
か
ら
、
上
部
に
半
折
ご
と
に
二
文
字
ず
つ
記
載
あ
り
。
　
　
　
「
奉
納
普
蔵
院
三
寶
大
荒
神
前
常
在
」
　
　
　
最
終
折
裏
に
以
下
の
記
載
。
　
　
　
「
遠
州
犬
居
瑞
雲
院
随
従
中
寄
附
」
七
巻
（
天
頭
三
．五
㎝
・
本
文
二
二
．四
㎝
・
地
脚
一
．九
㎝
）
　
　
　
一
折
目
表
か
ら
、
上
部
に
半
折
ご
と
に
一
文
字
ず
つ
記
載
あ
り
。
　
　
　
「
奉
納
普
蔵
院
三
寶
大
荒
神
前
常
在
」
　
　
　
背
表
紙
見
返
し
部
分
に
以
下
の
記
載
。
　
　
　
「
遠
州
犬
居
瑞
雲
院
随
従
中
寄
附
」
八
巻
（
天
頭
三
．六
㎝
・
本
文
二
二
．一
㎝
・
地
脚
二
．二
㎝
）
　
　
　
一
折
目
表
か
ら
、
上
部
に
半
折
ご
と
に
二
文
字
ず
つ
記
載
あ
り
。
　
　
　
「
奉
納
普
蔵
院
三
寶
大
荒
神
前
常
在
」
　
　
　
背
表
紙
見
返
し
部
分
に
以
下
の
記
載
。
　
　
　
「
遠
州
犬
居
瑞
雲
院
随
従
中
寄
附
」
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九
巻
（
天
頭
三
．三
㎝
・
本
文
二
二
．二
㎝
・
地
脚
二
．四
㎝
）
　
　
　
一
折
目
表
か
ら
、
上
部
に
半
折
ご
と
に
二
文
字
ず
つ
記
載
あ
り
。
　
　
　
「
奉
納
三
寶
大
荒
神
普
蔵
院
常
在
遠
州
瑞
雲
院
随
従
中
寄
附
」
　
　
　
背
表
紙
見
返
し
部
分
に
は
記
載
な
し
。
十
巻
（
天
頭
三
．七
㎝
・
本
文
二
二
．二
㎝
・
地
脚
一
．八
㎝
）
　
　
　
一
折
目
表
か
ら
、
上
部
に
半
折
ご
と
に
二
文
字
ず
つ
記
載
あ
り
。
　
　
　
「
奉
納
普
蔵
院
三
寶
大
荒
神
前
常
在
遠
州
犬
居
瑞
雲
院
随
従
中
寄
附
」
　
　
　
背
表
紙
見
返
し
部
分
に
は
記
載
な
し
。
Ｅ　
各
巻
法
量
・
折
数
一
巻
：（
縦
×
横
×
高
さ
）
二
七
．八
㎝
×
八
．六
㎝
×
二
．七
㎝
　
　
　
五
十
七
折
　
二
巻
：（
縦
×
横
×
高
さ
）
二
七
．八
㎝
×
八
．六
㎝
×
二
．五
㎝
　
　
　
五
十
七
折
　
三
巻
：（
縦
×
横
×
高
さ
）
二
七
．八
㎝
×
八
．七
㎝
×
一
．九
㎝
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四
十
四
折
　
四
巻
：（
縦
×
横
×
高
さ
）
二
七
．八
㎝
×
八
．七
㎝
×
二
．三
㎝
　
　
　
四
十
八
折
五
巻
：（
縦
×
横
×
高
さ
）
二
七
．八
㎝
×
八
．七
㎝
×
二
㎝
　
　
　
四
十
七
折
六
巻
：（
縦
×
横
×
高
さ
）
二
七
．八
㎝
×
八
．七
㎝
×
二
．八
㎝
　
　
　
六
十
折
七
巻
：（
縦
×
横
×
高
さ
）
二
七
．七
㎝
×
八
．六
㎝
×
二
．八
㎝　
　
　
　
六
十
一
折
　
八
巻
：（
縦
×
横
×
高
さ
）
二
七
．九
㎝
×
八
．六
㎝
×
二
．六
㎝
　
　
　
五
十
五
折
　
九
巻
：（
縦
×
横
×
高
さ
）
二
七
．九
㎝
×
八
．六
㎝
×
三
．二
㎝　
　
　
　
七
十
二
折
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十
巻
：（
縦
×
横
×
高
さ
）
二
七
．八
㎝
×
八
．六
㎝
×
三
㎝
　
　
　
六
十
八
折
Ｆ　
奥
書
識
語
十
巻
の
奥
書
に
は
開
版
の
契
機
な
ど
が
書
か
れ
る
。
十
巻
巻
末
の
識
語
部
分
は
、
修
復
の
際
に
手
順
を
誤
っ
た
の
か
、
ず
れ
て
重
な
っ
た
状
態
に
な
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
識
語
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
図三：奥書部分西
京 　
最
勝
王
咒 
　
　
中
掲
金
明 
東
府 　
国
土
泰
平 
宝
暦
十
歳
次
庚
辰
九
月
穀
旦
秋
葉
任
超 
以
無
盡
蔵
財
之
余
産
敬
刻
此
経
〔
方
印
〕 
」
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図四：奥書部分
　
　
　
東
海
道
遠
之
乾 
〔
剣
花
菱
〕
秋
葉
蔵
版 
　
　
　
大
登
山
金
樹
林 
」 
江
府
寂
紫
居
士
深
信
金
経
在
世
刻
本
多
矣 
今
此
版
者
求
居
士
末
後
之
改
本
来
書
写
以 
刊
行
傍
註
訓
点
等
都
除
去
唯
取
用
其
本
文 
而
已
総
陀
羅
尼
者
拠
于
覚
彦
密
師
之
漢
字 
本
而
仮
名
句
読
共
一
一
訂
正
之 
」
龍
頭
山
之
麓
東
景
老
隠
定
水
謹
識
〔
方
印
〕 
皇
都
日
野
殿
下
家
臣
永
田
氏
右
京 
齢
垂
古
稀
勠
力
拝
書
写
壽
稔
〔
方
印
〕 
」
奥
書
の
開
版
の
契
機
に
よ
れ
ば
、
本
経
は
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
九
月
に
秋
葉
任
超
が
刻
し
て
い
る
。
奥
書
に
は
「
江
府
寂
紫
居
士
深
信
金
経
在
世
刻
本
多
矣 
今
此
版
者
求
居
士
末
後
之
改
本
来
書
写
以 
刊
行
傍
註
訓
点
等
都
除
去
唯
取
用
其
本
文 
而
已
総
陀
羅
尼
者
拠
于
覚
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彦
密
師
之
漢
字
」
と
あ
っ
て
、
本
経
が
刻
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
原
本
と
な
る
よ
う
な
『
最
勝
王
経
』
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
文
中
に
あ
ら
わ
れ
る
江
府
寂
紫
居
士
と
は
、
井
伊
直
治
の
こ
と
を
指
す
。
直
治
は
、
綱
吉
・
家
宣
代
に
二
度
大
老
職
に
就
い
た
、
彦
根
藩
井
伊
家
五
代
藩
主
で
あ
っ
た
。
直なお
も
り該
、
直
治
、
直
興
と
、
時
に
よ
り
改
名
を
繰
り
返
し
た
と
さ
れ
る
﹇
山
上　
二
〇
〇
九
﹈
。
直
治
は
、『
最
勝
王
経
』
に
深
い
崇
敬
を
寄
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
に
出
版
さ
れ
た
『
最
勝
王
経
』
の
願
主
に
も
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
秋
葉
蔵
版
』
は
、
正
徳
三
年
版
『
最
勝
王
経
』（
以
下
、『
正
徳
三
年
版
』
と
略
称
）
を
底
本
に
、
修
正
を
加
え
て
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
把
握
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
文
は
傍
註
訓
点
等
を
除
い
た
『
正
徳
三
年
版
』
を
底
本
と
す
る
が
、
陀
羅
尼
に
関
し
て
は
、
覚
彦
密
師
、
す
な
わ
ち
浄
厳
の
用
い
た
漢
字
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る）2
（
。
末
尾
に
は
二
名
の
人
物
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
一
人
は
、「
龍
頭
山
之
麓
東
景
老
隠
定
水
」
と
あ
る
。
龍
頭
山
と
は
、
秋
葉
山
の
奥
の
院
と
さ
れ
る
山
岳
信
仰
の
聖
地
で
あ
り
、
不
動
明
王
を
祀
っ
て
い
た
。
東
景
と
あ
る
の
は
、
秋
葉
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
東
景
寺
の
こ
と
を
指
す
。
吉
田
が
『
掛
川
誌
稿
』
を
引
い
て
指
摘
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
東
景
寺
を
含
む
秋
葉
山
の
末
寺
は
、
秋
葉
寺
の
住
職
が
隠
居
し
て
か
ら
移
る
隠
居
寺
で
あ
り
、
檀
家
の
葬
儀
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
﹇
吉
田　
一
九
九
八
﹈
。
こ
の
指
摘
通
り
、
老
隠
定
水
と
は
、
秋
葉
寺
の
元
住
職
を
示
し
て
い
る
。
秋
葉
寺
の
世
代
一
覧
﹇
野
崎　
一
九
八
五
﹈
に
よ
れ
ば
、
本
経
を
刻
し
た
三
十
七
世
任
超
の
二
代
前
の
住
職
が
、
三
十
五
世
定
水
瑟
禅
と
あ
る
。
つ
ま
り
定
水
は
、
秋
葉
寺
の
住
職
を
退
い
た
の
ち
東
景
寺
に
隠
居
し
、
任
超
の
代
に
至
っ
て
本
経
の
識
語
に
名
を
連
ね
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
人
の
「
皇
都
日
野
殿
下
家
臣
永
田
氏
右
京
」
は
、
近
世
京
都
の
文
化
人
を
集
め
た
『
平
安
人
物
志
』（
安
永
四
年
版
）
に
そ
の
名
が
み
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
永
田
右
京
は
俗
名
で
、
永
田
寿
稔
や
嶋
仙
子
と
号
し
た
よ
う
で
あ
る
。
分
類
に
は
「
篆
刻
者
」
と
あ
る
の
で
、
篆
刻
を
生
業
に
す
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
把
握
さ
れ
る
。
Ｇ　
任
超
に
つ
い
て
こ
こ
で
は
本
経
を
刻
し
た
、
瑞
雲
院
十
五
世
泰
山
任
超
（
後
に
秋
葉
寺
三
十
七
世
と
し
て
転
住
）
に
焦
点
を
当
て
、
任
超
が
瑞
雲
院
に
住
し
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た
時
代
の
事
蹟
と
共
に
、
秋
葉
山
に
転
住
し
た
あ
と
の
行
状
を
確
認
す
る
。
任
超
の
前
住
、
瑞
雲
院
十
四
世
節
山
亮
儀
の
示
寂
は
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
と
あ
る
の
で
、
任
超
は
そ
の
こ
ろ
、
後
任
の
住
職
と
し
て
瑞
雲
院
に
入
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
任
超
は
学
僧
と
名
高
く
、
瑞
雲
院
に
お
い
て
も
手
腕
を
発
揮
し
伽
藍
整
備
に
努
め
て
い
た
。
神
谷
に
よ
れ
ば
、
任
超
が
手
掛
け
た
伽
藍
整
備
の
筆
頭
と
し
て
、
山
門
の
建
立
が
挙
げ
ら
れ
る
と
い
う
﹇
神
谷　
二
〇
〇
三
﹈
。
瑞
雲
院
の
山
門
は
、
長
き
に
わ
た
っ
て
浄
財
を
集
め
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
に
建
立
さ
れ
た
。
こ
の
山
門
は
、
高
欄
付
き
二
層
建
て
、
朱
塗
り
で
、
春
野
町
文
化
財
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
秋
葉
山
へ
の
参
詣
道
の
途
中
に
あ
っ
た
瑞
雲
坂
の
手
前
に
、
石
仏
を
建
立
し
た
こ
と
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。『
静
岡
県
歴
史
の
道
秋
葉
街
道
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
尊
像
は
、
智
拳
印
を
結
ぶ
金
剛
界
大
日
如
来
で
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
に
は
、
蓮
華
座
表
面
の
刻
銘
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
願
主 
現
秋
葉
寺
□
丗
八
カ世
任
超
叟 
宝
暦
二
壬
申 
十
二
月
吉
日
」
と
あ
る
と
い
う
﹇
静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
課
編　
一
九
九
六
、
六
十
二
頁
﹈
。
こ
れ
を
み
る
と
、
宝
暦
二
年
に
は
任
超
が
秋
葉
寺
の
住
職
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
秋
葉
寺
の
世
代
で
は
任
超
は
三
十
七
世
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
三
十
八
世
で
は
な
い
た
め
若
干
の
疑
問
も
残
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
任
超
が
瑞
雲
院
に
お
い
て
伽
藍
整
備
に
努
め
た
こ
と
と
、
宝
暦
二
年
ま
で
に
秋
葉
寺
に
移
っ
た
こ
と
が
把
握
さ
れ
る
。
な
お
、
任
超
が
秋
葉
寺
に
転
住
し
た
の
は
、
高
い
学
徳
を
買
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
い
、
秋
葉
寺
に
お
い
て
も
そ
の
辣
腕
を
振
る
っ
た
。
任
超
が
住
職
を
し
て
い
た
こ
ろ
、
秋
葉
信
仰
も
全
国
的
に
拡
大
、
隆
盛
を
迎
え
る
時
期
で
あ
っ
た
。
秋
葉
寺
の
積
極
的
な
動
き
を
み
れ
ば
、
任
超
が
秋
葉
信
仰
の
隆
盛
に
果
た
し
た
影
響
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。
藍
谷
に
よ
れ
ば
、
任
超
の
前
任
は
三
十
六
世
逆
外
了
順
で
、
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
九
月
二
五
日
に
示
寂
し
て
い
る
か
ら
、
先
に
見
た
通
り
、
任
超
は
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
ま
で
に
、
秋
葉
寺
に
入
っ
て
い
た
と
み
て
よ
い
﹇
藍
谷　
一
九
九
六
﹈
。
瑞
雲
院
の
過
去
帳
に
よ
れ
ば
﹇
神
谷　
二
〇
〇
三
﹈
、
任
超
の
示
寂
は
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
十
一
月
で
あ
る
と
さ
れ
る
か
ら
、
二
十
年
余
り
に
わ
た
っ
て
秋
葉
寺
の
住
職
を
務
め
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
任
の
三
十
八
世
義
孝
任
梁
は
、
任
超
の
法
弟
で
あ
り
、
秋
葉
寺
の
後
任
を
決
め
る
に
あ
た
っ
て
も
任
超
の
影
響
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ち
な
み
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に
任
梁
は
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
示
寂
し
て
い
る
。
三
十
六
世
了
順
か
ら
三
十
八
世
任
梁
の
間
で
、
秋
葉
信
仰
は
著
し
く
隆
盛
す
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
宝
暦
〜
安
永
期
の
秋
葉
寺
の
動
き
を
簡
単
に
追
っ
て
み
る
。
秋
葉
信
仰
は
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
起
こ
っ
た
、
東
海
道
筋
の
村
々
で
秋
葉
の
神
輿
を
村
送
り
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
秋
葉
祭
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
そ
の
知
名
度
を
大
幅
に
引
き
上
げ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
少
な
く
と
も
全
国
各
地
に
普
く
知
ら
れ
る
よ
う
な
信
仰
で
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
貞
享
二
年
よ
り
後
は
、
徐
々
に
そ
の
信
仰
圏
を
拡
大
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
が
、
特
に
、
近
世
中
後
期
で
の
秋
葉
信
仰
の
拡
大
は
著
し
い
。
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
か
ら
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
ご
ろ
、
秋
葉
寺
は
他
寺
の
秋
葉
権
現
の
開
帳
に
関
し
、
た
び
た
び
訴
訟
を
起
こ
し
て
中
止
さ
せ
て
い
る
。『
秋
葉
山
略
縁
起
』〈
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）〉
の
あ
と
が
き
に
は
、
秋
葉
の
名
を
勝
手
に
名
乗
る
寺
社
が
近
頃
多
く
あ
る
と
し
、
秋
葉
山
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
許
可
し
て
い
な
い
旨
を
記
し
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
寺
社
は
、
秋
葉
信
仰
を
保
持
す
る
個
別
の
地
方
寺
院
と
し
て
す
で
に
信
仰
圏
を
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
上
で
、
こ
の
よ
う
な
あ
と
が
き
を
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
享
保
期
に
は
明
ら
か
に
秋
葉
寺
の
力
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
把
握
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
流
れ
を
任
超
は
ひ
き
つ
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
任
超
の
代
で
最
も
秋
葉
信
仰
の
拡
大
に
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
事
績
は
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
の
江
戸
宿
坊
の
建
立
で
あ
ろ
う
。
こ
の
宿
坊
は
、
祈
禱
札
を
幕
府
や
武
家
屋
敷
に
献
上
す
る
役
割
を
果
た
し
た
が
、
特
に
重
要
な
の
は
、
こ
の
宿
坊
が
秋
葉
山
の
配
札
な
ど
の
活
動
拠
点
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
近
世
後
期
の
秋
葉
山
は
、
秋
葉
山
か
ら
信
州
を
抜
け
甲
州
道
中
に
至
る
ル
ー
ト
を
基
本
と
し
て
、
こ
れ
と
接
続
す
る
街
道
を
使
用
し
て
配
札
活
動
を
行
っ
て
い
た）3
（
。
こ
の
中
で
、
江
戸
の
秋
葉
山
宿
坊
は
活
動
の
中
継
点
と
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
秋
葉
山
の
関
係
者
は
、
信
者
へ
の
配
札
活
動
を
行
う
中
で
、
江
戸
の
宿
坊
と
遠
州
秋
葉
山
を
行
き
来
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
江
戸
の
宿
坊
は
、
明
ら
か
に
遠
州
秋
葉
山
の
重
要
な
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
お
り
、
配
札
活
動
な
ど
の
日
常
的
な
布
教
活
動
に
、
極
め
て
有
用
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
る
。
任
超
は
、
こ
の
江
戸
秋
葉
山
宿
坊
を
建
立
し
た
の
ち
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
に
『
秋
葉
蔵
版
』
を
刻
し
て
い
る
。
ほ
か
に
も
文
化
的
な
部
分
で
は
、
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
に
「
秋
葉
権
現
廻
船
語
」
初
演
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
秋
葉
信
仰
が
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歌
舞
伎
の
テ
ー
マ
と
な
る
ほ
ど
、
全
国
的
に
人
口
に
膾
炙
し
た
こ
と
の
証
左
と
も
い
え
よ
う
。
ま
た
、
任
超
没
後
す
ぐ
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
六
月
に
は
秋
葉
山
が
朝
廷
の
勅
願
所
と
な
る
こ
と
に
も
成
功
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
四
年
後
の
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
は
、
京
都
に
も
秋
葉
山
の
里
坊
を
建
立
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
幕
府
・
朝
廷
に
認
め
ら
れ
、
江
戸
・
京
都
に
秋
葉
山
の
拠
点
を
置
い
た
こ
と
は
、
任
超
と
後
住
の
任
梁
の
代
に
な
し
え
た
非
常
に
大
き
な
事
績
と
い
え
る
。
ま
た
、
任
超
に
つ
い
て
の
特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
遠
州
の
文
化
人
、
内
山
真
龍
と
の
関
係
が
深
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
真
龍
は
、
賀
茂
真
淵
の
門
人
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
遠
州
の
代
表
的
な
地
誌
『
遠
江
国
風
土
記
伝
』
を
残
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
真
龍
は
、
任
超
没
後
の
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
行
わ
れ
た
二
十
三
回
忌
法
要
に
も
出
席
し
、
任
超
に
対
し
て
の
漢
詩
と
和
歌
を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
前
に
深
い
交
流
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｈ　
収
納
箱
本
経
は
専
用
の
収
納
箱
に
、
十
巻
が
五
巻
ず
つ
分
割
さ
れ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
収
納
箱
（
縦
三
一
．三
㎝
×
横
二
二
．七
㎝
×
高
さ
二
二
．
三
㎝
）
の
材
質
は
桧
地
で
、
紅
柄
色
漆
塗
り
、
ケ
ン
ド
ン
式
、
中
に
仕
切
り
が
あ
る
。
ま
た
、
箱
の
表
面
に
「
金
光
明
最
勝
王
經　
全
」
と
あ
る
。
八
角
形
の
紙
が
貼
り
付
け
て
あ
り
、
朱
字
で
「
亨
」
と
書
か
れ
る
。
裏
面
に
は
奉
納
三
寶
大
荒
神
前　
遠
州
犬
居
瑞
雲
院　
　
　
　
　
寄
附　
　
　
　
　
　
隨
従
中　
文
政
三
庚
辰
年　
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七
月
大
吉
旦
と
あ
る
。Ｉ　
版
元
版
元
は
『
享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目
改
訂
版
』
に
よ
る
と
「
宝
暦
十
辰
秋　
最
勝
王
経
折
本　
全
十
冊　
高
島
外
栄　
版
元
売
出
山
崎
金
兵
衛
」﹇
朝
倉
・
大
和　
二
〇
〇
三
、
一
二
六
頁
﹈
と
あ
る
。
山
崎
金
兵
衛
は
版
元
と
し
て
、
宝
暦
十
年
十
二
月
に
『
最
勝
王
経
』
の
写
本
を
、
翌
十
一
年
に
は
『
最
勝
王
経
略
縁
紀
』
な
ら
び
に
『
最
勝
王
経
』
折
本
全
十
冊
を
出
版
し
て
お
り
、
金
光
明
最
勝
王
経
の
流
布
に
一
役
買
っ
て
い
る
。
特
に
『
最
勝
王
経
』
写
本
十
冊
は
、
願
人
も
山
崎
金
兵
衛
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
山
崎
金
兵
衛
自
身
も
、
金
光
明
最
勝
王
経
へ
の
強
い
信
仰
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
Ｊ　
奉
納
元
、
瑞
雲
院
に
つ
い
て
こ
こ
で
は
、
總
持
寺
五
院
の
内
、
普
蔵
院
の
鎮
守
で
あ
る
三
宝
荒
神
の
神
前
に
金
光
明
最
勝
王
経
を
奉
納
し
た
瑞
雲
院
に
つ
い
て
述
べ
る
。
瑞
雲
院
に
関
し
て
は
小
沢
『
秋
葉
山
瑞
雲
院
の
沿
革
』
や
神
谷
『
秋
葉
山
瑞
雲
院
五
百
年
史
』
と
い
っ
た
、
ま
と
ま
っ
た
寺
史
が
あ
る
た
め
、
主
に
こ
れ
ら
を
用
い
て
瑞
雲
院
に
つ
い
て
の
概
要
と
、
創
建
か
ら
近
代
ま
で
の
沿
革
を
簡
単
に
述
べ
る
。
秋
葉
山
瑞
雲
院
は
行
基
に
よ
る
草
創
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
真
偽
は
定
か
で
な
く
、
伝
承
の
域
を
で
な
い
。
し
か
し
、
曹
洞
宗
寺
院
と
し
て
の
瑞
雲
院
の
歴
史
は
比
較
的
明
確
で
あ
る
。
曹
洞
宗
寺
院
と
し
て
の
瑞
雲
院
の
中
興
開
山
は
、
周
智
郡
旧
飯
田
村
の
崇
信
寺
四
世
・
賢
窓
常
俊
で
あ
る
。
こ
の
法
系
は
、
二
世
代
遡
れ
ば
如
仲
天
誾
に
至
る
。
如
仲
天
誾
は
、
崇
信
寺
の
開
山
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
森
町
橘
谷
山
大
洞
院
の
開
山
で
も
あ
る
。
大
洞
院
は
、
東
海
地
方
で
の
曹
洞
宗
の
展
開
に
お
い
て
拠
点
と
な
っ
た
寺
院
で
あ
り
、
現
在
で
も
― 61 ―
秋葉蔵版『金光明最勝王経』
そ
の
偉
容
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
大
洞
院
は
、
總
持
寺
五
院
の
内
、
普
蔵
院
の
末
寺
で
あ
り
、
そ
の
勢
力
は
東
海
地
方
に
お
い
て
極
め
て
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
大
洞
院
自
体
も
、
多
く
の
末
寺
の
中
か
ら
輪
番
で
住
職
が
任
命
さ
れ
る
輪
番
住
持
制
を
と
っ
て
お
り
、
瑞
雲
院
も
そ
の
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
流
れ
を
も
っ
て
、
瑞
雲
院
は
、
總
持
寺
や
五
院
と
も
関
係
し
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
詳
し
く
は
次
節
に
て
述
べ
る
。
な
お
、
瑞
雲
院
は
山
号
を
秋
葉
山
と
し
て
お
り
、
秋
葉
信
仰
と
接
点
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
瑞
雲
院
の
山
号
を
秋
葉
山
と
す
る
背
景
に
は
、
興
味
深
い
伝
承
が
あ
る
。
野
崎
に
よ
れ
ば
、
秋
葉
山
が
曹
洞
宗
に
転
宗
す
る
際
、
対
立
す
る
修
験
方
と
の
争
い
の
さ
な
か
、
修
験
方
に
、
秋
葉
山
が
曹
洞
宗
の
宗
旨
に
よ
る
な
ら
ば
寺
に
は
韋
駄
天
尊
像
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
そ
れ
を
見
せ
る
よ
う
迫
ら
れ
た
。
そ
こ
で
秋
葉
山
は
、
麓
に
位
置
し
て
い
た
瑞
雲
院
か
ら
韋
駄
天
像
を
借
り
受
け
て
難
を
逃
れ
、
こ
れ
と
引
き
換
え
に
、
瑞
雲
院
に
秋
葉
山
の
山
号
の
使
用
を
許
し
、
以
降
、
瑞
雲
院
は
こ
の
山
号
を
用
い
て
い
る
と
い
う
﹇
野
崎　
一
九
八
五
﹈
。
あ
く
ま
で
こ
れ
は
伝
承
に
過
ぎ
な
い
が
、
『
秋
葉
蔵
版
』
を
刻
し
た
任
超
が
瑞
雲
院
か
ら
秋
葉
山
に
転
住
し
て
い
る
こ
と
や
、
単
純
な
立
地
条
件
を
見
て
も
、
秋
葉
信
仰
と
の
深
い
か
か
わ
り
は
疑
い
な
い
。
次
に
、
瑞
雲
院
の
沿
革
を
簡
単
に
述
べ
る
。
瑞
雲
院
は
当
初
、
真
言
宗
寺
院
で
あ
り
、
随
雲
寺
と
い
う
名
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
現
在
の
瑞
雲
院
と
は
異
な
る
場
所
に
建
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
常
俊
が
曹
洞
宗
に
転
換
し
た
の
が
、
寺
記
に
拠
れ
ば
延
徳
四
年
四
月
（
一
四
九
二
）
で
あ
る
と
い
う
﹇
神
谷　
二
〇
〇
三
﹈
。
開
基
は
、
地
元
の
領
主
で
あ
っ
た
犬
居
城
主
七
代
目
の
天
野
景
顕
で
あ
る
。
小
沢
は
、
十
六
基
の
天
野
氏
に
関
係
す
る
墓
石
が
、
当
時
の
瑞
雲
寺
の
境
内
裏
に
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
、
瑞
雲
院
中
興
以
前
よ
り
、
こ
の
寺
院
が
天
野
氏
の
庇
護
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
と
し
て
い
る
﹇
小
沢　
一
九
八
九
﹈
。
瑞
雲
院
が
曹
洞
宗
寺
院
と
し
て
新
た
な
歴
史
を
刻
み
始
め
た
こ
ろ
、
時
代
は
群
雄
割
拠
の
戦
国
の
世
で
あ
り
、
瑞
雲
院
も
天
野
氏
と
徳
川
氏
の
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
、
戦
火
に
焼
か
れ
た
が
、
そ
の
後
、
慶
長
年
間
に
再
建
さ
れ
た
。
瑞
雲
院
の
歴
代
住
職
は
活
発
な
布
教
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
多
く
の
末
寺
を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
― 62 ―
第
五
世
白
州
舜
珪
は
、
瑞
雲
院
焼
失
の
時
代
に
あ
っ
て
、
長
命
寺
・
端
伝
寺
・
高
松
寺
・
隨
信
庵
・
法
憧
庵
を
開
い
た
。
ま
た
六
世
泰
州
山
易
、
七
世
獄
鳥
寅
鷟
、
八
世
悉
山
順
達
も
そ
れ
ぞ
れ
末
寺
を
開
い
て
い
る
。
神
谷
に
よ
る
と
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
に
書
か
れ
た
『
崇
信
寺
末
寺
調
上
』
に
、
瑞
雲
院
の
末
寺
も
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
﹇
神
谷　
二
〇
〇
三
﹈
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
瑞
雲
院
八
世
悉
山
順
達
の
代
ま
で
に
、
実
に
三
十
八
も
の
末
寺
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
住
職
た
ち
も
、
現
在
の
静
岡
県
浜
松
市
天
竜
区
春
野
町
域
を
中
心
と
し
て
、
天
竜
川
筋
の
中
流
に
寺
院
を
創
建
、
あ
る
い
は
復
興
し
て
い
る
。
総
じ
て
瑞
雲
院
の
住
職
た
ち
は
、
精
力
的
な
布
教
を
行
う
こ
と
が
特
徴
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
第
十
二
世
授
峯
國
傳
は
、
植
田
に
あ
っ
た
草
庵
を
発
展
さ
せ
、
宝
泉
寺
を
開
い
た
。
ま
た
、
國
傳
の
代
に
は
、
瑞
雲
院
の
本
堂
の
建
替
を
行
っ
て
お
り
、
伽
藍
整
備
に
も
注
力
し
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
代
に
普
蔵
院
へ
晋
住
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
次
節
で
詳
述
す
る
。
ま
た
、『
秋
葉
蔵
版
』
と
特
に
深
い
関
わ
り
を
有
す
る
の
は
、
本
経
を
刻
し
た
と
さ
れ
る
瑞
雲
院
第
十
五
世
泰
山
任
超
で
あ
る
。
任
超
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
た
め
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
が
、
瑞
雲
院
の
山
門
建
立
を
は
じ
め
、
伽
藍
整
備
に
力
を
注
ぎ
、
学
僧
と
し
て
も
知
ら
れ
た
。
第
十
八
世
智
外
舜
承
の
代
に
は
客
殿
（
方
丈
）
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
第
十
九
世
大
圓
孝
本
の
代
に
至
っ
て
、
本
堂
を
再
建
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
完
成
し
て
い
る
。
近
世
中
後
期
こ
ろ
の
瑞
雲
院
は
大
規
模
な
伽
藍
整
備
を
次
々
に
行
っ
て
お
り
、
第
十
九
世
大
圓
孝
本
は
、
瑞
雲
院
史
上
二
度
目
の
普
蔵
院
へ
の
晋
住
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、『
秋
葉
蔵
版
』
を
普
蔵
院
に
寄
進
し
た
の
は
こ
の
代
に
あ
た
る
。
そ
の
後
、
瑞
雲
院
は
、
江
戸
後
期
に
は
二
十
ヶ
寺
あ
ま
り
に
末
寺
を
減
ら
し
て
い
た
が
、
明
治
期
に
廃
仏
毀
釈
の
影
響
を
受
け
、
さ
ら
に
多
く
の
末
寺
が
廃
寺
と
な
っ
た
。
瑞
雲
院
自
体
に
も
多
く
の
混
乱
や
苦
難
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
第
二
十
五
世
来
岳
孝
重
は
廃
寺
と
な
っ
た
秋
葉
寺
の
復
興
に
尽
力
す
る
な
ど
、
精
力
的
な
活
動
を
行
っ
た
。
第
二
十
八
世
俊
岳
道
器
の
代
に
は
、
地
元
の
富
豪
、
小
沢
氏
を
檀
家
総
代
に
迎
え
、
老
朽
化
し
た
伽
藍
の
改
修
を
行
っ
た
。
以
上
、
極
め
て
雑
駁
だ
が
、
瑞
雲
院
の
歴
史
を
概
観
し
て
き
た
。
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本
節
で
は
、『
秋
葉
蔵
版
』
の
書
誌
情
報
と
、
こ
れ
に
伴
う
関
連
項
目
を
取
り
上
げ
た
。
次
に
、『
秋
葉
蔵
版
』
の
總
持
寺
（
普
蔵
院
）
へ
の
伝
来
の
契
機
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
三
、「
秋
葉
蔵
版
」
の
總
持
寺
へ
の
伝
来
の
契
機
近
世
の
瑞
雲
院
は
總
持
寺
五
院
の
内
、
普
蔵
院
の
輪
番
地
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
『
秋
葉
蔵
版
』
伝
来
の
直
接
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
輪
番
住
持
制
と
い
う
運
営
形
態
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
説
明
を
施
し
た
い
。
そ
も
そ
も
總
持
寺
は
、
そ
の
歴
史
の
早
い
段
階
か
ら
、
輪
番
住
持
制
を
敷
い
て
い
る
。
輪
番
住
持
制
は
、
祖
師
が
残
し
た
寺
院
の
維
持
経
営
の
た
め
、
そ
の
門
弟
、
あ
る
い
は
門
下
の
寺
院
か
ら
交
代
で
住
職
を
選
ぶ
運
営
方
法
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
輪
番
に
選
ば
れ
る
資
格
を
持
つ
寺
院
を
輪
番
地
と
よ
ぶ
。
總
持
寺
は
、
二
世
峨
山
韶
碩
の
下
に
多
く
の
優
秀
な
弟
子
が
集
っ
た
が
、
中
で
も
太
源
宗
真
・
通
幻
寂
霊
・
無
端
祖
環
・
大
徹
宗
令
・
実
峰
良
秀
の
五
人
は
、
五
院
（
普
蔵
院
・
妙
高
庵
・
洞
川
庵
・
伝
法
庵
・
如
意
庵
）
と
よ
ば
れ
る
塔
頭
寺
院
の
開
基
と
な
っ
た
。
五
院
は
總
持
寺
を
護
持
運
営
す
る
立
場
を
保
持
し
、
や
が
て
五
院
の
住
職
が
交
代
で
總
持
寺
の
住
職
を
務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
輪
番
住
持
制
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
、
總
持
寺
住
職
の
任
期
は
、
三
年
、
一
年
、
半
年
、
三
か
月
と
徐
々
に
短
縮
さ
れ
た
が
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
以
降
、
大
幅
な
制
度
改
革
が
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
輪
番
に
の
ぼ
っ
た
五
人
が
一
年
間
五
院
の
住
持
を
務
め
、
そ
の
内
七
十
五
日
間
、
交
代
で
總
持
寺
の
住
持
を
務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
﹇
室
峰
編　
一
九
六
五
﹈
。
こ
れ
に
伴
い
五
院
は
、
こ
れ
ま
で
嗣
法
本
位
に
住
持
職
が
選
ば
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
以
降
、
輪
番
地
を
定
め
、
寺
院
本
位
で
五
院
に
輪
番
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
五
院
に
は
そ
れ
ぞ
れ
末
寺
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
は
輪
番
地
と
し
て
、
五
院
の
住
職
を
務
め
る
資
格
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
な
お
輪
番
住
持
制
は
、
總
持
寺
に
限
ら
れ
た
制
度
で
は
な
い
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
相
模
の
大
雄
山
最
乗
寺
、
遠
江
の
橘
谷
山
大
洞
院
が
あ
る
。
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
地
域
を
中
心
に
き
わ
め
て
多
く
の
末
寺
を
有
し
、
そ
れ
ら
が
輪
番
地
と
し
て
、
最
乗
寺
や
大
洞
院
に
昇
住
し
た
の
で
あ
る
。
翻
っ
て
、
近
世
總
持
寺
の
運
営
形
態
を
詳
し
く
述
べ
た
『
總
持
寺
誌
』
に
よ
れ
ば
、
瑞
雲
院
は
大
洞
院
の
輪
番
地
で
あ
り
、
遠
江
大
洞
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院
を
拠
点
と
し
て
東
海
・
東
北
地
方
に
多
く
の
門
末
を
有
す
る
如
仲
派
の
輪
番
地
寺
院
と
し
て
、
近
世
期
に
二
度
、
普
蔵
院
に
晋
住
し
て
い
る
﹇
室
峰
編　
一
九
六
五
﹈
。『
嶽
山
史
論
』
に
よ
れ
ば
、
遠
江
大
洞
院
や
相
模
最
乗
寺
な
ど
は
、
共
に
末
寺
か
ら
輪
番
で
住
職
が
選
ば
れ
る
輪
番
住
持
制
を
と
っ
て
い
た
た
め
、
自
ら
が
五
院
輪
番
地
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
五
院
に
昇
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
故
に
、
派
頭
の
普
蔵
院
や
妙
高
庵
か
ら
直
請
状
が
発
せ
ら
れ
る
と
自
ら
こ
れ
に
受
書
を
呈
し
、
そ
の
後
に
自
ら
の
門
末
を
代
住
さ
せ
、
法
と
し
て
は
自
ら
が
輪
番
し
た
こ
と
に
し
た
と
い
う
﹇
栗
山　
一
九
八
〇
﹈
。
近
世
に
大
洞
院
の
代
わ
り
と
し
て
普
蔵
院
に
輪
番
し
た
寺
院
は
、
瑞
雲
院
を
含
め
四
十
三
ヵ
寺
あ
っ
た
﹇
大
本
山
總
持
寺　
二
〇
一
六
﹈
。
こ
こ
で
、
瑞
雲
院
の
普
蔵
院
へ
の
晋
住
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
み
る
。『
總
持
寺
誌
』
に
よ
れ
ば
、
瑞
雲
院
に
よ
る
普
蔵
院
へ
の
晋
住
の
一
度
目
は
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
の
瑞
雲
院
十
二
世
授
峯
國
傳
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
國
傳
は
、
播
磨
慶
徳
寺
・
照
外
、
出
羽
梵
照
寺
・
義
山
、
摂
津
顕
孝
庵
・
雪
忠
、
伊
勢
建
福
寺
・
天
海
と
と
も
に
五
院
に
晋
住
し
て
い
る
。
二
度
目
の
晋
住
は
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
瑞
雲
院
十
九
世
大
圓
孝
本
に
よ
る
。
孝
本
は
、
若
狭
常
在
院
・
孝
純
、
出
羽
見
竜
寺
・
鉄
円
、
摂
津
大
広
寺
・
道
林
、
尾
張
興
禅
寺
・
海
籌
と
と
も
に
五
院
に
晋
住
し
て
い
る
﹇
室
峰
編　
一
九
六
五
﹈
。『
秋
葉
蔵
版
』
は
、
箱
書
き
に
「
文
政
三
庚
辰
年
七
月
大
吉
旦
」
と
あ
る
た
め
、
孝
本
晋
住
を
き
っ
か
け
に
三
宝
荒
神
前
に
供
え
ら
れ
た
こ
と
が
把
握
さ
れ
る
。『
總
持
寺
誌
』
に
よ
る
と
、
輪
番
地
住
職
の
五
院
へ
の
晋
住
が
決
ま
る
と
、
晋
住
の
一
年
前
に
請
状
が
発
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
受
け
た
寺
院
は
、
八
月
十
五
日
に
前
任
の
五
院
住
職
と
交
代
す
る
形
で
一
年
間
の
五
院
住
職
を
務
め
る
と
い
う
﹇
室
峰
編　
一
九
六
五
﹈
。
な
お
、
總
持
寺
の
住
持
は
、
五
院
の
住
職
が
七
十
五
日
ご
と
に
交
代
す
る
形
で
務
め
ら
れ
る
が
、
總
持
寺
の
住
職
期
間
が
終
わ
れ
ば
元
の
住
職
地
に
帰
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
年
間
は
必
ず
五
院
の
住
持
と
し
て
務
め
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
孝
本
は
、
文
政
二
年
の
八
月
十
五
日
か
ら
、
翌
年
、
文
政
三
年
の
八
月
十
五
日
ま
で
普
蔵
院
の
住
持
を
務
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
秋
葉
蔵
版
』
が
奉
納
さ
れ
た
時
期
は
、
孝
本
が
瑞
雲
院
に
帰
山
す
る
直
前
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
瑞
雲
院
は
國
傳
・
孝
本
そ
れ
ぞ
れ
の
代
に
、
本
堂
の
再
建
を
行
っ
て
い
る
。
總
持
寺
祖
院
に
蔵
さ
れ
る
古
文
書
を
題
材
に
、
近
世
曹
洞
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宗
教
団
の
展
開
を
分
析
し
た
圭
室
文
雄
に
よ
れ
ば
、
輪
番
と
し
て
五
院
に
晋
住
す
る
た
め
に
は
、
住
職
一
人
・
伴
僧
二
〜
三
人
、
さ
ら
に
奉
公
人
を
伴
っ
て
、
四
人
か
ら
六
人
で
生
活
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
自
坊
か
ら
總
持
寺
ま
で
の
往
復
の
交
通
費
や
宿
泊
代
、
一
年
間
の
滞
在
に
か
か
る
費
用
を
含
め
る
と
、
二
〇
〇
両
に
の
ぼ
る
支
度
金
を
用
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
﹇
圭
室　
二
〇
〇
八
﹈
。
ま
た
圭
室
は
、
こ
の
間
、
自
坊
が
留
守
に
な
る
た
め
留
守
番
役
の
僧
を
置
か
ね
ば
な
ら
ず
、
相
当
な
経
済
的
負
担
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
部
分
を
考
慮
す
れ
ば
、
本
堂
改
築
を
は
じ
め
、
本
山
へ
昇
る
た
め
の
資
金
な
ど
を
捻
出
す
る
な
ど
、
瑞
雲
院
は
有
力
な
檀
家
に
支
え
ら
れ
た
相
当
財
力
の
あ
る
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
把
握
さ
れ
る
。
次
に
、
な
ぜ
孝
本
の
普
蔵
院
へ
の
晋
住
に
あ
た
っ
て
、『
秋
葉
蔵
版
』
が
三
宝
荒
神
前
に
奉
納
さ
れ
た
の
か
考
え
て
み
た
い
。『
最
勝
王
経
』
の
性
格
を
鑑
み
る
に
、
ま
ず
は
国
難
や
大
規
模
災
害
な
ど
、
国
家
の
乱
れ
に
対
し
て
祈
願
す
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
想
定
し
や
す
い
。
類
似
す
る
よ
う
な
信
仰
を
参
考
に
し
て
み
る
。
東
京
都
八
王
子
市
の
真
言
宗
寺
院
、
金
剛
院
に
て
『
最
勝
王
経
』
を
一
石
に
一
字
ず
つ
書
写
し
て
埋
納
す
る
と
い
う
供
養
法
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
し
め
す
石
塔
の
発
見
を
報
告
し
た
小
島
の
論
考
が
あ
る
﹇
小
島　
二
〇
一
三
﹈
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
経
塚
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
六
）
に
建
立
さ
れ
た
が
、
同
年
に
、
金
剛
院
が
『
秋
葉
蔵
版
』
を
入
手
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
経
本
と
一
字
一
石
経
供
養
と
の
関
連
性
を
見
出
せ
る
と
い
う
。
そ
の
上
で
、
経
塚
が
建
立
さ
れ
た
時
期
に
着
目
し
、
経
塚
が
国
家
的
災
難
の
歴
史
の
一
端
に
関
わ
る
も
の
な
の
か
は
つ
ま
び
ら
か
に
し
得
な
い
と
断
り
つ
つ
も
、
安
政
の
大
地
震
や
大
火
、
黒
船
の
来
航
な
ど
、
社
会
的
な
内
憂
外
患
と
も
呼
べ
る
状
況
の
な
か
、
供
養
塔
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
社
会
的
な
混
乱
や
災
難
と
い
っ
た
も
の
に
対
し
て
、『
最
勝
王
経
』
が
一
定
の
力
を
発
揮
す
る
（
あ
る
い
は
、
し
て
ほ
し
い
）
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
例
と
い
え
る
。
そ
も
そ
も
、『
金
光
明
経
』
諸
本
は
、
国
家
鎮
護
の
要
と
し
て
古
代
よ
り
広
く
読
誦
さ
れ
て
い
た
経
典
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
『
秋
葉
蔵
版
』
が
總
持
寺
に
伝
来
し
た
背
景
に
は
、
何
ら
か
の
混
乱
や
災
難
か
ら
の
復
帰
・
回
復
と
い
う
願
い
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
以
上
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
、
本
経
が
伝
来
し
た
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
の
国
内
問
題
を
確
認
し
て
み
る
。
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し
か
し
、
意
外
に
も
こ
れ
と
い
っ
た
社
会
的
な
問
題
は
起
こ
っ
て
お
ら
ず
、『
秋
葉
蔵
版
』
を
奉
納
す
る
主
た
る
理
由
は
、
孝
本
が
晋
住
し
た
文
政
二
年
お
よ
び
文
政
三
年
と
い
う
年
代
で
は
見
当
た
ら
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、『
秋
葉
蔵
版
』
を
奉
納
し
た
理
由
は
別
に
あ
り
、
總
持
寺
自
体
に
何
ら
か
の
問
題
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
總
持
寺
誌
』
に
よ
れ
ば
、
孝
本
晋
住
の
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
ご
ろ
の
總
持
寺
は
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
正
月
に
起
き
た
回
禄
か
ら
の
再
建
の
途
上
で
あ
っ
た
。
文
化
三
年
の
回
禄
に
つ
い
て
は
納
冨
「
江
戸
末
期
に
お
け
る
總
持
寺
の
実
情
（
一
）
―
文
化
三
年
の
火
災
と
再
建
を
中
心
と
し
て
―
」
に
詳
し
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
文
化
三
年
正
月
二
十
一
日
の
暁
天
頃
、
如
意
庵
客
殿
真
前
よ
り
出
火
し
、
普
蔵
院
・
洞
川
庵
庫
裡
・
土
蔵
・
白
山
宮
本
社
・
十
王
堂
・
芳
春
院
・
塔
司
十
九
ヶ
寺
を
除
き
、
主
な
堂
舎
十
七
棟
を
焼
失
し
た
と
い
う
﹇
納
冨　
二
〇
〇
四
﹈
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
瑩
山
・
峨
山
の
御
両
尊
像
や
仏
殿
三
尊
な
ど
の
主
要
な
尊
像
は
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
、
山
内
寺
方
に
保
管
し
た
。
し
ば
ら
く
の
後
、
普
蔵
院
を
本
山
客
殿
（
大
祖
堂
）
と
し
て
御
両
尊
像
を
は
じ
め
各
尊
像
を
安
置
し
、
總
持
寺
の
勅
額
を
掛
け
置
い
た
。
仏
殿
も
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
洞
川
庵
へ
釈
迦
三
尊
を
移
し
、
仏
殿
の
代
わ
り
と
す
る
な
ど
、
臨
時
体
制
の
構
築
が
早
急
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
は
、
大
般
若
転
読
を
は
じ
め
と
し
た
日
々
の
勤
行
や
転
僧
式
な
ど
を
懈
怠
な
く
行
い
つ
つ
、
再
建
に
向
け
て
の
勧
化
の
申
請
を
し
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
文
化
五
年
に
、
な
か
な
か
許
可
が
下
り
な
い
勧
化
の
申
請
が
通
り
本
山
再
建
が
無
事
成
就
す
る
よ
う
種
々
の
祈
願
が
行
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
一
石
一
字
法
華
経
書
写
、
大
悲
神
呪
壱
万
余
遍
諷
誦
、
高
雄
山
壱
万
度
参
詣
、
荒
神
尊
へ
の
心
経
壱
万
余
遍
諷
誦
な
ど
で
あ
り
、
本
山
再
建
に
向
け
て
、
様
々
な
形
で
熱
烈
な
祈
願
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
翌
文
化
六
年
に
は
念
願
の
勧
化
願
が
幕
府
に
聞
き
届
け
ら
れ
、
本
格
的
な
再
建
が
進
ん
で
い
く
。
こ
の
最
中
、
再
建
さ
れ
た
本
山
客
殿
（
大
祖
堂
）
が
洪
水
に
よ
る
山
崩
れ
の
影
響
で
大
破
し
た
。
こ
の
当
時
の
状
況
は
「
總
持
寺
代
官
星
野
守
善
覚
書
（
抄
）」
に
よ
る
と
、
「
文
化
十
四
丁
丑
年
六
月
七
日
大
洪
水
、
本
山
客
殿
後
口
山
押
た
を
し
山
崩
レ
大
変
、
客
殿
軒
廻
り
柱
折
レ
、
御
両
尊
・
高
徳
院
殿
尊
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像
者
普
蔵
院
ニ
奉
遷
、
是
ハ
不
審
な
る
哉
、
去
戌
年
柱
立
規
式
ニ
四
神
柱
書
方
相
違
、
祟
り
ニ
も
候
哉
、
人
口
ハ
喧
敷
、
棟
梁
大
工
我
意
募
り
、
新
堂
破
却
与
成
ル
歟
」
 
﹇
門
前
町
史
編
さ
ん
委
員
会　
二
〇
〇
四
、
一
五
二
頁
﹈
と
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
不
審
な
状
況
に
陥
っ
た
の
は
、
柱
の
立
て
方
が
規
式
に
則
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
祟
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
人
々
が
噂
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
本
山
客
殿
（
大
祖
堂
）
の
再
々
建
が
無
事
な
さ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
孝
本
が
普
蔵
院
に
晋
住
し
た
の
は
、
大
破
し
た
本
山
客
殿
（
大
祖
堂
）
の
再
々
建
が
な
さ
れ
た
時
期
と
重
な
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。
こ
れ
ら
の
事
象
を
勘
案
す
る
と
、『
秋
葉
蔵
版
』
が
普
蔵
院
、
三
宝
荒
神
の
神
前
に
供
え
ら
れ
た
背
景
に
は
、
本
経
が
、
瑞
雲
院
の
十
五
世
を
務
め
た
泰
山
任
超
が
刻
し
た
、
瑞
雲
院
ゆ
か
り
の
経
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
さ
ら
に
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
孝
本
晋
住
の
際
に
大
破
し
た
大
祖
堂
が
再
建
さ
れ
た
こ
と
が
直
接
の
理
由
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
文
化
三
年
に
起
こ
っ
た
火
災
か
ら
の
再
建
の
途
上
で
あ
る
總
持
寺
に
お
い
て
、『
最
勝
王
経
』
と
い
う
除
災
招
福
を
旨
と
す
る
霊
験
あ
ら
た
か
な
経
本
を
普
蔵
院
の
鎮
守
で
あ
る
三
宝
荒
神
に
供
え
る
こ
と
で
、
突
発
的
な
災
害
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
堂
宇
が
大
破
す
る
と
い
っ
た
事
態
が
何
度
も
起
き
な
い
よ
う
、
總
持
寺
再
建
の
無
事
成
就
を
祈
念
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
總
持
寺
再
建
に
あ
た
っ
て
は
、
様
々
な
祈
願
が
熱
心
に
行
わ
れ
た
こ
と
や
、
再
建
さ
れ
た
客
殿
（
大
祖
堂
）
が
大
破
し
た
際
、
建
方
の
規
式
に
則
っ
て
い
な
い
こ
と
で
祟
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
不
安
が
あ
っ
た
こ
と
を
鑑
み
て
も
、『
最
勝
王
経
』
の
奉
納
に
切
実
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
つ
ぎ
に
は
視
点
を
変
え
、
本
経
の
生
ま
れ
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
秋
葉
信
仰
と
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。
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四
、『
金
光
明
最
勝
王
経
』
と
秋
葉
信
仰
そ
も
そ
も
、
任
超
が
『
最
勝
王
経
』
を
『
秋
葉
蔵
版
』
と
し
て
開
版
し
よ
う
と
考
え
た
背
景
に
は
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
秋
葉
山
に
お
け
る
『
最
勝
王
経
』
の
受
容
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
見
ら
れ
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い）4
（
。
し
か
し
、
各
種
資
料
を
眺
め
る
限
り
、
遠
州
を
発
祥
と
す
る
井
伊
家
と
の
つ
な
が
り
か
ら
『
最
勝
王
経
』
に
焦
点
が
当
た
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
に
発
行
さ
れ
た
『
正
一
位
秋
葉
山
大
権
現
略
縁
記
』
の
後
半
部
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
秋
葉
山
の
銅
鳥
居
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
一
、
神
前
銅
鳥
居
近
江
彦
根
城
主　
　
　
井
伊
掃
部
頭
直
孝
建
立
秋
葉
正
一
位
大
権
現
額
（
中
略
）
一
、
犬
居
坂
下
ヘ 
五
十
丁
銅
鳥
居 
井
伊
掃
部
頭
直
孝
建
立
再
建
立
有
井
伊
直
治
と
有
之
町
石
朱
ニ
而
金
字
有 
右
同
断
金
光
明
最
勝
玉
経 
流
布
檀
主
井
伊
直
治
一
ケ
年
ニ
二
百
部
宛
之
秋
葉
山
よ
り
出
上
巻
ニ
あ
り
　
　
　
　
﹇
田
村　
一
九
九
八
、
二
七
七
、
二
七
九
頁
﹈
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
秋
葉
山
神
前
の
銅
鳥
居
は
、
井
伊
直
孝
（
一
五
九
〇
―
一
五
六
九
）
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、
参
道
に
位
置
し
た
銅
鳥
居
は
、
同
じ
く
直
孝
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
を
直
治
が
再
建
し
た
こ
と
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
井
伊
直
治
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
彦
根
藩
井
伊
家
五
代
藩
主
で
あ
り
、
直
孝
の
孫
に
あ
た
る
。
直
治
は
、
生
涯
で
二
度
大
老
職
に
就
い
た
が
、
再
任
の
時
期
は
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
二
月
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
直
治
は
、
同
年
八
月
に
『
最
勝
王
経
』
の
願
主
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
直
治
が
願
主
と
な
っ
た
『
最
勝
王
経
』
は
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
正
徳
三
年
版
』
は
、『
秋
葉
蔵
版
』
の
底
本
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
経
本
で
あ
る
。
ま
た
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
出
版
さ
れ
た
『
金
光
明
最
勝
王
經
畧
縁
起
供
養
行
軌
』
に
は
、
願
主
が
直
治
で
あ
る
こ
と
と
、
守
護
を
祈
る
尊
格
と
し
て
正
了
知
大
将
、
白
井
権
現
と
並
ん
で
秋
葉
権
現
の
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
直
治
が
『
最
勝
王
経
』
に
深
い
信
仰
を
寄
せ
て
お
り
、
井
伊
家
と
秋
葉
信
仰
が
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
把
握
さ
れ
る
。
か
つ
て
秋
葉
山
に
は
い
く
つ
か
の
鳥
居
が
あ
り
、
そ
の
内
、
一
の
鳥
居
は
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
六
月
一
日
に
第
七
代
彦
根
藩
主
井
伊
直
惟
が
建
立
し
た
と
さ
れ
る）5
（
。
そ
の
表
額
に
は
「
金
明
嶺
」
と
あ
り
、
裏
に
は
「
金
光
明
大
法
輪
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
実
際
に
、
近
世
期
に
刷
ら
れ
た
秋
葉
山
の
案
内
図
に
は
、
最
も
麓
側
に
近
い
一
の
鳥
居
に
は
「
金
明
嶺
」、
中
腹
の
二
の
鳥
居
に
は
「
護
国
嶺
」、
寺
側
に
最
も
近
い
三
の
鳥
居
に
は
「
最
勝
関
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
図
五
）
。
鳥
居
に
示
さ
れ
る
文
言
を
見
る
と
、
近
世
中
期
頃
の
秋
葉
山
は
明
ら
か
に
、『
最
勝
図五：筆者蔵近世秋葉山の案内図（一部拡大）
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王
経
』
と
こ
れ
に
基
づ
く
護
国
思
想
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
そ
の
鳥
居
の
多
く
は
井
伊
家
が
建
立
し
て
い
る
点
か
ら
、
秋
葉
山
側
も
井
伊
家
と
の
つ
な
が
り
の
上
で
、『
最
勝
王
経
』
を
前
面
に
押
し
出
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
下
地
が
あ
っ
て
、
任
超
は
『
秋
葉
蔵
版
』
の
開
版
に
乗
り
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、『
最
勝
王
経
』
に
基
づ
く
護
国
思
想
を
押
し
出
す
こ
と
は
、
任
超
や
後
任
の
任
梁
の
代
に
お
い
て
、
朝
廷
の
勅
願
所
と
い
う
公
認
の
立
場
を
得
る
の
に
有
利
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
任
超
が
『
秋
葉
蔵
版
』
を
刻
し
た
裏
側
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
秋
葉
山
は
『
最
勝
王
経
』
と
深
い
か
か
わ
り
を
有
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
実
際
の
秋
葉
山
の
布
教
展
開
に
も
作
用
し
、
信
者
に
配
布
し
た
御
札
な
ど
に
も
影
響
が
見
ら
れ
る
。
次
に
、
具
体
的
な
例
を
提
示
し
つ
つ
、『
最
勝
王
経
』
に
関
わ
る
近
世
秋
葉
信
仰
の
実
相
に
迫
り
た
い
。
五
、『
最
勝
王
経
』
と
秋
葉
信
仰
の
諸
相
秋
葉
信
仰
と
『
最
勝
王
経
』
の
か
か
わ
り
を
明
確
に
示
す
も
の
の
中
に
、
近
世
期
に
信
者
に
頒
布
さ
れ
た
授
与
品
が
あ
る
。
近
世
秋
葉
山
が
作
成
し
て
い
た
御
札
は
、「
奉
祈
念
秋
葉
三
尺
坊
守
護
所
」
と
刷
ら
れ
た
も
の
や
、
三
尺
坊
の
姿）6
（
を
か
た
ど
っ
た
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
数
多
く
刷
ら
れ
た
御
札
の
中
に
、『
最
勝
王
経
』
の
題
目
を
用
い
た
も
の
が
あ
る
（
図
六
）
。
こ
の
題
目
の
意
匠
は
、『
正
徳
三
年
版
』
に
収
録
さ
れ
る
も
の
と
ほ
ぼ
同
様
で
、
意
外
に
も
『
秋
葉
蔵
版
』
に
収
録
さ
れ
る
題
目
の
意
匠
を
用
い
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
秋
葉
山
は
、『
秋
葉
蔵
版
』
を
刻
す
る
以
前
か
ら
、
井
伊
家
と
の
つ
な
が
り
を
基
に
『
正
徳
三
年
版
』
を
受
容
し
て
い
た
た
め
、
御
札
の
意
匠
に
こ
れ
を
用
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
字
体
お
よ
び
意
匠
を
用
い
た
も
の
に
、
近
世
期
の
掛
軸
が
あ
る
（
図
六
―
２
）
。
こ
の
掛
軸
の
軸
装
は
後
補
と
思
わ
れ
る
が
、
半
切
部
分
は
近
世
期
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
特
に
興
味
深
い
の
は
、
題
目
の
両
脇
に
記
さ
れ
る
文
言
で
、
右
側
に
は
「
秋
葉
三
尺
坊
大
権
現
」
と
あ
り
、
秋
葉
信
仰
と
『
最
勝
王
経
』
の
つ
な
が
り
を
直
接
的
に
示
し
た
刷
物
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
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う
に
み
る
と
、
信
者
に
頒
布
し
た
授
与
品
の
中
に
は
、
『
最
勝
王
経
』
を
意
匠
と
し
て
用
い
た
も
の
が
あ
り
、
し
か
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
ま
た
別
の
角
度
か
ら
指
摘
を
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
例
は
、
秋
葉
山
が
信
者
に
頒
布
し
て
い
た
御
札
等
の
威
力
の
根
源
が
『
最
勝
王
経
』
に
拠
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
秋
葉
山
が
『
最
勝
王
経
』
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
だ
ろ
う
。
事
実
、
近
世
の
人
々
に
は
、
秋
葉
信
仰
が
『
最
勝
王
経
』
と
強
い
つ
な
が
り
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
江
戸
浅
草
寺
の
塔
頭
の
一
つ
で
あ
っ
た
正
福
院
と
い
う
天
台
宗
寺
院
が
近
世
後
期
に
発
行
し
た
『
秋
葉
大
権
現
・
千
勝
大
明
神
畧
縁
起
』
と
い
う
略
縁
起
が
あ
る
。
こ
の
略
縁
起
は
、
安
政
〜
慶
応
年
間
（
一
八
五
四
〜
一
八
六
八
）
に
発
行
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
本
縁
起
内
で
は
、
秋
葉
権
現
を
さ
し
て
「
金
光
明
最
勝
王
経
法
華
経
ノ
守
護
神
ナ
リ　
是
衆
人
ノ
知
ル
所
ニ
シ
テ
茲
ニ
贅
ス
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
記
し
て
い
る
﹇
拙
稿　
二
〇
二
〇
﹈
。
こ
の
記
述
か
ら
、
少
な
く
と
も
近
世
後
期
の
江
戸
に
お
い
て
、
秋
葉
権
図六：右より１〈近世秋葉山の御札（筆者蔵）〉　２〈近世の掛軸（筆者蔵）〉
３〈「正徳三年版」の挿絵（金剛院蔵）〉　４〈「秋葉蔵版」の挿絵（總持寺祖院蔵）〉
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現
は
『
最
勝
王
経
』
と
『
法
華
経
』
の
守
護
神
で
あ
る
と
い
う
構
図
が
、
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る）7
（
。
な
お
、
秋
葉
寺
に
祀
ら
れ
て
い
た
秋
葉
三
尺
坊
権
現
は
、
近
代
以
降
、
秋
葉
寺
が
廃
寺
と
な
る
こ
と
に
伴
っ
て
、
本
寺
で
あ
る
可
睡
斎
に
移
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
可
睡
斎
は
、
秋
葉
三
尺
坊
権
現
を
奉
祀
す
る
「
秋
葉
総
本
殿
」
を
称
し
て
い
る
。
可
睡
斎
の
日
々
の
勤
行
に
も
、「
金
光
明
最
勝
王
経
」
の
題
目
お
よ
び
「
金
勝
陀
羅
尼
」
が
唱
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
も
、
近
世
期
か
ら
存
在
す
る
『
最
勝
王
経
』
と
秋
葉
信
仰
の
つ
な
が
り
の
残
滓
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
六
、
小
結
と
今
後
の
展
望
本
稿
で
は
主
に
、
總
持
寺
祖
院
蔵
『
秋
葉
蔵
版
』
に
つ
い
て
、
書
誌
情
報
を
詳
細
に
整
理
し
つ
つ
、
近
世
總
持
寺
五
院
の
内
、
普
蔵
院
に
本
経
が
奉
納
さ
れ
た
背
景
を
考
察
し
た
。
ま
た
本
経
が
秋
葉
蔵
版
で
あ
っ
た
こ
と
に
因
み
、
近
世
秋
葉
信
仰
と
『
最
勝
王
経
』
の
か
か
わ
り
を
述
べ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
小
結
と
し
て
、
簡
単
な
ま
と
め
を
行
い
、
今
後
の
展
望
を
示
し
て
み
た
い
。
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
七
月
、
近
世
總
持
寺
を
中
心
的
に
運
営
し
て
き
た
五
院
の
内
、
普
蔵
院
の
鎮
守
で
あ
る
三
宝
荒
神
の
神
前
に
『
秋
葉
蔵
版
』
が
奉
納
さ
れ
た
。
奉
納
元
は
遠
州
瑞
雲
院
で
あ
る
。
瑞
雲
院
は
、
遠
州
大
洞
院
の
輪
番
地
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
、
故
に
大
洞
院
の
代
わ
り
と
し
て
、
普
蔵
院
に
晋
住
す
る
こ
と
が
で
き
た
。『
秋
葉
蔵
版
』
の
奉
納
は
、
瑞
雲
院
第
十
九
世
、
大
圓
孝
本
が
普
蔵
院
に
晋
住
し
た
こ
と
が
直
接
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
孝
本
晋
住
時
、
總
持
寺
は
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
の
火
災
か
ら
の
再
建
を
目
指
す
途
上
で
あ
り
、
再
建
途
中
の
客
殿
（
大
祖
堂
）
の
大
破
と
、
こ
れ
に
伴
う
客
殿
の
再
々
建
が
な
さ
れ
た
時
期
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
瑞
雲
院
が
『
秋
葉
蔵
版
』
を
奉
納
し
た
背
景
に
は
、
本
経
が
瑞
雲
院
の
歴
代
住
職
の
中
で
も
と
り
わ
け
優
れ
た
学
僧
と
し
て
知
ら
れ
た
、
十
五
世
任
超
が
刻
し
た
経
本
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
總
持
寺
の
再
建
が
恙
無
く
進
み
、
總
持
寺
が
安
寧
を
取
り
戻
す
こ
と
を
祈
念
す
る
意
味
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
経
が
秋
葉
蔵
版
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
世
に
流
行
し
た
秋
葉
信
仰
と
の
か
か
わ
り
も
眺
め
て
み
る
。
す
る
と
、
秋
葉
信
仰
と
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『
最
勝
王
経
』
の
関
係
に
は
、
遠
州
を
祖
地
と
す
る
井
伊
家
の
存
在
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。『
秋
葉
蔵
版
』
を
刻
し
た
任
超
は
、
瑞
雲
院
か
ら
秋
葉
山
へ
転
住
し
た
人
物
で
あ
り
、
任
超
の
在
山
し
た
期
間
に
、
秋
葉
山
は
幕
府
や
朝
廷
と
の
距
離
を
縮
め
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
特
に
『
秋
葉
蔵
版
』
が
刻
さ
れ
る
以
前
よ
り
、
秋
葉
山
は
幕
府
の
祈
願
所
と
し
て
、
祈
禱
札
を
納
め
る
た
め
に
江
戸
に
秋
葉
山
の
宿
坊
を
建
立
す
る
な
ど
、
そ
の
積
極
的
な
展
開
は
著
し
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
任
超
が
『
秋
葉
蔵
版
』
を
刻
し
た
背
景
に
は
、
秋
葉
山
を
「
金
光
明
最
勝
王
経
の
山
」
と
し
、
井
伊
家
と
の
つ
な
が
り
を
保
ち
つ
つ
、
護
国
思
想
を
押
し
出
す
こ
と
で
朝
廷
へ
の
存
在
感
を
高
め
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
か
、
秋
葉
山
は
そ
の
後
、
朝
廷
の
祈
願
所
と
し
て
の
立
場
を
手
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
た
だ
し
秋
葉
信
仰
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
思
想
的
な
部
分
で
は
な
い
、
現
実
的
な
信
仰
世
界
に
も
『
最
勝
王
経
』
の
影
響
が
強
く
み
ら
れ
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
御
札
な
ど
の
信
者
へ
の
授
与
品
の
中
に
、『
最
勝
王
経
』
の
題
目
を
あ
し
ら
っ
た
も
の
が
あ
る
。
経
本
自
体
が
御
札
の
威
力
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
秋
葉
信
仰
に
お
け
る
『
最
勝
王
経
』
の
重
要
性
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
以
上
、
總
持
寺
祖
院
で
の
『
秋
葉
蔵
版
』
の
披
見
を
基
に
、
近
世
總
持
寺
や
秋
葉
信
仰
と
い
っ
た
諸
分
野
と
の
か
か
わ
り
を
各
論
的
に
述
べ
て
き
た
が
、
最
後
に
今
後
の
展
望
を
示
し
た
い
。
本
稿
は
、
總
持
寺
や
秋
葉
信
仰
が
『
秋
葉
蔵
版
』
と
ど
う
か
か
わ
っ
た
か
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
視
角
を
拡
げ
れ
ば
、
總
持
寺
と
秋
葉
信
仰
に
何
ら
か
の
関
係
性
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
に
突
き
当
た
る
。
よ
り
直
接
的
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
曹
洞
宗
の
本
山
で
あ
る
總
持
寺
が
、
民
間
信
仰
的
な
色
彩
を
ど
の
程
度
持
っ
て
い
た
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
佃
は
『
能
登
總
持
寺
』
の
な
か
で
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
現
在
鬼
屋
部
落
の
中
央
に
あ
る
秋
葉
社
も
、
元
は
総
持
寺
の
寺
領
で
あ
る
「
三
尺
坊
」
の
地
に
あ
っ
た
。（
中
略
）
な
お
、
秋
葉
社
の
あ
っ
た
「
三
尺
坊
」
に
は
、
今
で
も
坊
跡
と
社
地
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
秋
葉
山
系
の
「
三
尺
坊
」
と
い
う
山
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伏
が
、
中
世
こ
こ
に
「
秋
葉
大
権
現
」
を
勧
請
し
て
き
て
、
秋
葉
社
と
三
尺
坊
を
建
て
て
住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。」﹇
佃　
一
九
七
四
、
四
六
頁
﹈
中
世
に
秋
葉
権
現
が
勧
請
さ
れ
た
、
と
い
う
部
分
に
は
頷
き
か
ね
る
も
の
が
あ
る
が
、
佃
の
こ
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
總
持
寺
に
秋
葉
信
仰
が
息
づ
い
て
い
た
こ
と
が
把
握
さ
れ
る
。
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
残
念
な
が
ら
本
稿
で
は
詳
ら
か
に
は
し
得
な
い
が
、
曹
洞
宗
の
中
に
息
づ
く
民
間
信
仰
的
な
色
彩
は
、
本
山
た
る
總
持
寺
に
も
当
然
見
い
だ
せ
る
。
こ
れ
ま
で
の
曹
洞
宗
に
か
か
わ
る
研
究
で
は
、
こ
う
し
た
部
分
は
積
極
的
に
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
き
ら
い
が
あ
り
、
研
究
の
余
地
は
大
い
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
、
曹
洞
宗
門
や
總
持
寺
が
、
秋
葉
信
仰
を
は
じ
め
と
す
る
、
民
間
信
仰
的
な
要
素
を
多
分
に
含
む
宗
教
形
態
を
い
か
に
受
容
し
て
き
た
か
、
と
い
う
点
を
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
て
い
き
た
い
。
参
考
文
献
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考
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ー
ジ
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九
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尺
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村
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雄
監
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秋
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信
仰
』　
雄
山
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九
九
八
神
谷
昌
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『
秋
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山
瑞
雲
院
五
百
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史
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羽
衣
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二
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〇
三
納
冨
常
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戸
末
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總
持
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の
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（
一
）
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文
化
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年
の
火
災
と
再
建
を
中
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し
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―
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鶴
見
大
学
佛
教
文
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研
究
所
紀
要
』
第
九
号　
二
〇
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四
所
収
）
門
前
町
史
編
さ
ん
委
員
会　
『
新
修
門
前
町
史
資
料
編
2 
總
持
寺
』
二
〇
〇
四
圭
室
文
雄　
『
總
持
寺
祖
院
古
文
書
を
読
み
解
く
―
近
世
曹
洞
宗
教
団
の
展
開
―
』　
曹
洞
宗
宗
務
庁　
二
〇
〇
八
山
上
降
太　
『
元
禄
・
正
徳
期
の
御
大
老　
井
伊
直
興
と
直
該
』　
郁
朋
社　
二
〇
〇
九
小
島
裕
子　
「
一
字
一
石
経
の
信
仰
に
ふ
れ
る
―
安
政
二
年
建
立
の
金
光
明
最
勝
王
経
塔
に
遇
し
て
―
」（『
法
華
』
一
〇
五
六
号　
法
華
会　
二
〇
一
三
所
収
）
佐
伯
俊
源　
「
金
光
明
最
勝
王
経
の
思
想
と
流
伝
」（『
国
宝
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経　
天
平
宝
字
六
年
百
済
豊
虫
願
経
巻
六
〜
巻
十
』　
総
本
山
西
大
寺　
勉
誠
出
版　
二
〇
一
三
所
収
）
田
村
貞
雄　
『
秋
葉
信
仰
の
新
研
究
』　
岩
田
書
院　
二
〇
一
四
野
沢
佳
美　
『
印
刷
漢
文
大
蔵
経
の
歴
史
―
中
国
・
高
麗
篇
―
』（
シ
リ
ー
ズ
・
ア
タ
ラ
ク
シ
アvol.3
）　
立
正
大
学
図
書
館　
二
〇
一
五
大
本
山
總
持
寺　
『
曹
洞
宗
大
本
山
總
持
寺
五
院
輪
住
帳
』　
二
〇
一
六
武
井
慎
悟　
「『
秋
葉
大
権
現　
千
勝
大
明
神
畧
縁
起
』
翻
刻
と
そ
の
周
辺
」（『
仏
教
学
研
究
会
年
報
』　
第
五
十
三
号　
二
〇
二
〇
所
収
）
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武
井
慎
悟　
「
近
世
後
期
武
蔵
国
・
相
模
国
に
お
け
る
秋
葉
信
仰
の
展
開
と
そ
の
周
辺
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
五
十
一
号　
二
〇
二
〇
所
収
）
『
平
安
人
物
志
』https://lapis.nichibun.ac.jp/Heian/years_anei4/heian68.htm
l　
最
終
閲
覧
：
二
〇
二
〇
年
十
一
月
十
六
日
注（1
）
類
似
す
る
も
の
に
、
中
国
・
明
代
の
永
楽
南
蔵
に
み
ら
れ
る
「
宝
尽
」
が
あ
る
。
野
沢
に
よ
れ
ば
、「
宝
尽
」
と
は
、
如
意
宝
珠
や
打
ち
出
の
小
槌
、
軍
配
な
ど
を
模
様
化
し
た
吉
祥
文
様
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
﹇
野
沢　
二
〇
一
五
﹈
。
本
稿
で
扱
う
『
最
勝
王
経
』
と
の
関
わ
り
は
直
ち
に
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、
経
本
の
余
白
に
み
ら
れ
る
文
様
と
い
う
共
通
点
か
ら
、
こ
こ
で
触
れ
て
お
く
。
（
2
）
な
お
、『
正
徳
三
年
版
』
及
び
井
伊
直
治
、
浄
厳
に
つ
い
て
は
、
小
島
裕
子
「
江
戸
期
正
徳
版
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
と
そ
の
信
仰
―
井
伊
直
治
願
経
、
訓
読
、
浄
厳
の
陀
羅
尼
梵
音
の
こ
と
な
ど
」（
本
紀
要
所
収
）
に
詳
し
い
。
（
3
）
拙
稿
「
近
世
後
期
武
蔵
国
・
相
模
国
に
お
け
る
秋
葉
信
仰
の
展
開
と
そ
の
周
辺
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
五
十
一
号
所
収
）
に
詳
述
し
た
。
（
4
）
秋
葉
山
に
ほ
ど
近
く
、
光
明
山
光
明
寺
と
い
う
曹
洞
宗
寺
院
が
あ
る
。
そ
の
名
か
ら
、
こ
の
寺
院
も
金
光
明
最
勝
王
経
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
秋
葉
山
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
多
く
、
本
稿
で
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
今
後
の
課
題
と
す
る
べ
く
言
及
し
て
お
く
。
（
5
）
秋
葉
山
参
道
に
点
在
す
る
案
内
文
に
よ
る
。
（
6
）
白
狐
に
乗
っ
た
烏
天
狗
の
姿
。
（
7
）
ま
た
、
民
間
に
お
い
て
、
秋
葉
信
仰
と
『
最
勝
王
経
』
の
つ
な
が
り
が
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
直
ち
に
見
い
だ
せ
る
事
例
で
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秋葉蔵版『金光明最勝王経』
は
な
い
が
、
筆
者
が
蔵
す
る
近
世
期
の
文
書
に
、
秋
葉
権
現
を
祀
る
地
方
寺
院
が
護
摩
供
を
行
う
際
、
放
生
会
を
行
っ
た
記
録
が
あ
る
。
放
生
会
は
『
最
勝
王
経
』
内
の
「
長
者
子
流
水
品
第
二
十
五
」
を
典
拠
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
点
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
例
は
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
と
付
言
し
て
お
き
た
い
。
〈
謝
辞
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こ
の
た
び
、
調
査
・
閲
覧
の
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可
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賜
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大
本
山
總
持
寺
祖
院
、
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剛
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師
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。
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ご
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文
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）
